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1 トイレの スリッパを 使った 後 は？

ア 次の 人の ために そろえる イはいたまま 教 室へ 行く ウ 片方を 隠す

エぬぎすてて 置く こたえ 

2 友だちの ものを 使いたい とき は？

ア黙って 使う イ 「貸して」と 言って ゆるしを もらう ウ 隠す エ 取る こたえ 

3 廊下を 歩く わけ は？

ア 怒られない ため だけ イぶつかって けがを しない ため ウ意味は ない

エ 早く 着く ため こたえ 

4 言われて うれしい 言葉 は？

アうるさい イあっちへ 行って ウじゃま エありがとう こたえ 

5 公園の 遊具を 使う とき は？

アひとりじめ する イ 順番に 使う ウ 壊して 使う エ 持って かえる こたえ 

6 「いただきます」と 言う わけ は？

ア先生に しかられない ため イ 食べ物や 作った 人に 感謝する ため ウ 量を 多く する ため

エ 早く 食べ始める ため こたえ 

7 マンションの 階段で 遊ぶと？

ア 住んで いる 人が よろこぶ イ階段が きれいに なる ウ 住んで いる 人の じゃまに なる

エ 何も 変わらない こたえ 

8 犬の さんぽで 飼い主が 守る 決まり は？

アふんを そのままに する イリードを 付けて ふんを 持ちかえる

ウよその 家の 庭に 入れて 遊ばせる エ公園で 放す こたえ 
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9 ボールが よその 家の 庭に 入ったら？

アへいを 乗りこえて 取る イ家の 人に 言って 取らせて もらう ウ長い 棒で かき出す

エだまって 入って 取る こたえ 

10 遊びに 小さい 子が 入って きたら？

アできないと 笑う イ 一人で 勝ちつづける ウ 仲間に 入れない

エ 決まりを やさしく 教える こたえ 

11 掃除の 時間に する こと は？

ア遊ぶ イ 隠れる ウ 分担を 守って きれいに する エ 他の 人に 任せる こたえ 

12 決まりを みんなで 話し合って 決める わけ は？

アけんかを する ため イ 時間を つぶす ため ウみんなが なっとくして 守れる ように

エ先生が 楽を する ため こたえ 

13 公共の 場所で 声の 大きさ は？

アいつも 大きく イ 気に しない ウいつも 黙る エ回りに あわせて 小さく する

こたえ 

14 多数決の 前に する と よい こと は？

アすぐに 手を あげる イ 声の 大きい 人に 聞く ウみんなの 意見を よく 聞く

エ 仲よしに 合わせる こたえ 

15 図書館で 読みおわった 本 は？

ア別の 棚に 隠す イ 机に 置いたまま かえる ウ 元の 棚に 戻す エ 床に つんで 置く

こたえ 

16 決まりが ある 一番の わけ は？

ア 大人が 楽を する ため イ意味は ない ウみんなが 安全で きもちよく すごす ため

エ 困らせる ため こたえ 
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17 赤い 羽の 募金は なんの ため？

ア 困って いる 人を 助ける ため イお店の もうけの ため

ウ 集めた 人の おこづかいに する ため エ 羽を 集める ため こたえ 

18 階段で して は いけない こと は？

アかけ下りる イ 手すりを 持つ ウ 前を 見て 歩く エ 一だんずつ 下りる こたえ 

19 教 室の 中で ボール遊びを すると？

ア 何も 変わらない イ 勉 強が はかどる ウ 物が こわれ 人に 当たる

エ 教 室が きれいに なる こたえ 

20 持ち物に 名前を 書く わけ は？

アなくしても もどって くる ように イ 色を 変える ため ウ 重く する ため

エ 人に 貸す ため こたえ 
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こたえ　しょう2 しゃかい「決まりと マナー」 その2

1  ア 次の 人の ために そろえる

2  イ 「貸して」と 言って ゆるしを もらう

3  イ ぶつかって けがを しない ため

4  エ ありがとう

5  イ 順番に 使う

6  イ 食べ物や 作った 人に 感謝する ため

7  ウ 住んで いる 人の じゃまに なる

8  イ リードを 付けて ふんを 持ちかえる

9  イ 家の 人に 言って 取らせて もらう

10  エ 決まりを やさしく 教える

11  ウ 分担を 守って きれいに する

12  ウ みんなが なっとくして 守れる ように

13  エ 回りに あわせて 小さく する

14  ウ みんなの 意見を よく 聞く

15  ウ 元の 棚に 戻す

16  ウ みんなが 安全で きもちよく すごす ため

17  ア 困って いる 人を 助ける ため

18  ア かけ下りる

19  ウ 物が こわれ 人に 当たる

20  ア なくしても もどって くる ように


